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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・１１月３日（木）１０：４０～１２；００まで学術特別講演が開催されます。法人研修扱いになりますので、業務で残る方と、15時、16時からの勤務以外の方は出席してください。出欠の申請は、１１月１日（火）の12時までにＷＩＺへ入力して下さい。

・１１月９日（水）10時　柳澤武彦様アルコール依存症治療プログラム終了にて、退院予定となります。１１/４（金）退院時処方を頂く予定です。初外来の日程調整を担当スタッフが行っていきます。

＜週間連絡事項＞

· １１月１日（火）症例検討会議があります。

· １１月２日（水）皮膚科診察予定（野沢Ｄrに電話確認による処方の予定）

· １１月３日（木）コップ漂白

· １１月４日（金）モップ交換日

　　　　　　　　　　歯科受診：駒木　学様

· １１月６日（日）バルサン予定

＜患者様連絡事項＞

・川口　尚良様～風邪症状軽減され、痰のからみも治まっています。風邪薬１１月３０日で中止となります。

· 高橋　百壽様～風邪症状改善されたため、１１月３１日で風邪薬中止となります。

· 松田　富雄様～１０月３１日（月）内科診察しています。両下肢の浮腫は軽減されてき　　　　　　　ていますが、引き続き臨時薬のラシックス（４０）１ＴとアスパラＫ２　　　　　　　Ｔ　１×朝　７日分処方となっています。今後も引き続き、浮腫の状態　　　　　　　や飲水量、血圧値の観察をして行きましょう。

・菅井　浩子様～１０月２９日～３０日お兄様の送迎で外泊されています。数日前から少し調子を崩されている事をスタッフから伝え、服薬状態も気をつけて頂くよう説明しています。帰院時、お兄様より、他科（日赤病院）受診での検査結果は問題なく、他科薬（ノルパデックスＤ20）は飲み切り中止と報告が聞かれています。

・長谷川　陽一様～１０月３０日（日）お母様の面会があり、新聞購読の件、障害者手帳の件、金銭管理の件の３つを伺っています。新聞個人購読については、途中で止めず、整理整頓する事をお母様と約束し、許可頂いています。障害者手帳の受け取りについては、都合がつかないとの事で、病院スタッフに行ってきてもらいたいとの事。金銭管理については、叔父さん（小倉様）がすべて管理しているとの事です。

· 奥寺　徹様～本日、青森家庭裁判所の調査管が来院され、病棟スタッフが立会い、後見　　　　　　診断について、院長と面談されています。

· 成田　賀枝様～１０月３０日娘様に温湿布とモビラ－ト軟膏を返しています。御主人様　　　　　　　が面会に来院されたら説明して下さい。

· 山田　典子様～自己服薬管理許可が主治医より出ていますので、受け持ち担当スタッフ　　　　　　　は準備を進めて下さい。

· 佐々木　みね様～数日前より、膣の中に硬い異物があると情報があり、本日、本人の了　　　　　　　　解を得てスタッフが観察しています。本人が訴える部分（膣内）に触　　　　　　　　れると黒い輪のような異物が見られています。本人は「ギョ－ジが医　　　　　　　　者に化けて出てきて入れられた（何年前かは分からない）と異常体験　　　　　　　　に左右された発言が聞かれています。自分で指を入れたり、引っ張っ　　　　　　　　たりすると痛いと話しています。後日、婦人科のＤrに診察して頂き　　　　　　　　ましょうと本人に説明しています。

＜注目患者様NCP評価・検討＞

・菅井　浩子様～状態不安定の中、１０月２９日～３０日外泊をされています。家と近いからと言って、一人ラピアに出かけ白いブラウスを買い、着て帰っています。「２７年もいるのに退院させない」と不満を訴えては、気分の変動で拒食したり、プログラム活動も拒んだりしています。自己服薬管理の注意力も欠け、チェック忘れもありますが、スタッフの促しや指摘で行う事できています。引き続き、疲労感や睡眠状態、異常体験に左右された行動がないか気をつけて観察して行きましょう。

・風穴　チエ様～１０月中旬頃より、表情に硬さやしかめ顔が見られ、不機嫌となって周りを気にかけたり、一方的にしつこく話し掛けたりしています。「私が寝ていると、男の人が部屋に入って来て体を触って来る」と異常体験に左右された発言や被害的な発言も聞かれます。傾聴し、そのような事実は無いため、病気の症状である事を指摘し、また、男性患者様が部屋に入って行かない事をスタッフが確認している、という事を本人へ伝えていきましょう。

· 北山　幸博様～東病棟から転棟されてから、自室にこもりがちで他者との交流も以前の　　　　　　　ように見られません。また、食欲がないと不食がちで過ごされている事　　　　　　　があり、本日は朝食に行く事が出来ていますが、昼食は拒否される事が　　　　　　　あります。ＳＳＴでは「気分が沈んでいます」と自ら、話しています。　　　　　　　リハビリテーションは参加していますが、殆ど見学されています。部屋　　　　　　　から出て来る事が出来ている事はそれだけでも評価出来るとし、スタ　　　　　　　　ッフの方から、何か話したい事はないか声掛けするように関わりを持っ　　　　　　　て行きましょう。

・春本　司郎様～煙草の自己管理日誌を開始して１ヶ月が経過し、評価検討しています。記入洩れや、時間を守る事ができず、月の中頃には子遣いが無くなって買い物ができずにいます。振り返りを問うと、「我慢せねで買うから･･･」と話しています。１１月からは、本人とも相談し、吉田光良様と同様に同じ時間で１日１０本として行きます。朝の7;30に１日分１０本渡して下さい。

＜日常生活支援から＞

・日常生活チェック個人記録の記載方法について、１１月より、１０日間毎の評価、コメントの記載は受け持ち担当スタッフにお願いします。総括は日常生活支援スタッフが記載します。

